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大学図書館研究会京都地域グループは 

グループ会費を 0 円に値下げします。 
 

大図研京都地域グループ会員の皆様へ 

 

臨時地域グループ総会の決定を受け、来年度より京都地域グループのグルー

プ会費を 0 円といたします。活動が著しく低調であった昨年度の反省より、当

面は前年度繰越金、地域グループ助成金を利用し活動いたします。グループ運

営委員は活発に研究交流会等の活動を行い、これまでの枠を超え、様々なかた

ちで会員相互の研修・経験交流の場の提供を推進します。皆様の活発なご参加・ 

ご協力をお願いいたします。 

 

地域グループ費 2000 円→0 円（2024/2025 年度より） 

※臨時地域グループ総会議決の付帯により 5 年後再検討いたします。 

http://www.daitoken.com/kyoto/index.htm
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【第 1 号議案】大学図書館研究会 京都地域グループ規約の改訂について 

 

大学図書館研究会 京都地域グループ規約新旧対照表 

新 旧 備考欄 

大学図書館研究会 京都地域グルー

プ規約 

2024 年 2 月 1 日制定 

わたしたちは「大学図書館員は、知

る権利、学問の自由、教育を受ける

権利を保障する立場から『求める資

料を求める人の手に』を合言葉に、 

学術情報にかかわるすべての人々

と連携・協力して学習・研究・実践

を行う」という基本方針に基づいて

活動をすすめます。 

 

(名称) 

第 1 条 

本グループは、大学図書館研究会京

都地域グループと称します。 

 

(目的) 

第 2 条 

本グループは大学図書館問題研究

会の会則に従い、会員相互の交流を

深めるとともに、研修・経験交流の

場を提供することで大学図書館の

発展に寄与することを目的としま

す。 

 

(事業) 

第 3 条 

前条の目的を達成するために次の

事業をおこないます。 

1 

グループ報の発行 

2 

研究交流会の開催 

3 

総会の開催 

大学図書館研究会 京都地域グルー

プ規約 

2023 年 11 月 2 日制定 

わたしたちは「大学図書館員は、知

る権利、学問の自由、教育を受ける

権利を保障する立場から『求める資

料を求める人の手に』を合言葉に、 

学術情報にかかわるすべての人々

と連携・協力して学習・研究・実践

を行う」という基本方針に基づいて

活動をすすめます。 

 

(名称) 

第 1 条 

本グループは、大学図書館研究会京

都地域グループと称します。 

 

(目的) 

第 2 条 

本グループは大学図書館問題研究

会の会則に従い、会員相互の交流を

深めるとともに、研修・経験交流の

場を提供することで大学図書館の

発展に寄与することを目的としま

す。 

 

(事業) 

第 3 条 

前条の目的を達成するために次の

事業をおこないます。 

1 

グループ報の発行 

2 

研究交流会の開催 

3 

総会の開催 
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4 

その他本グループに必要な事業 

 

(会員) 

第 4 条 

本グループは京都府の大学図書館

員および本グループが認めた会員

で組織します。 

2 

グループ会員は本グループのすべ

ての事業に参加し、グループ報の配

布を受けることができます。 

3 

京都地域グループに所属しない会

員は、購読会員となることができま

す。購読会員は、グループ会費を納

めることによって、グループ報の配

布を受けることができます。 

 

(総会) 

第 5 条 

本グループの最高機関を総会とし、

すべてのグループ会員はこの総会

に出席し、発言し、議決に加わる権

利を有します。 

2 

総会は年 1 回グループ代表が招集

し開かれます。ただし、委員会が必

要としたとき、もしくは会員の 3 分

の 1 以上の要求があるときは臨時

に総会を開くことができます。 

3 

総会は活動方針、予算、決算、委員

の選出およびその他必要事項を審

議し、決定します。 

 

(委員会) 

第 6 条 

本グループにグループ代表 1 名を

含む委員会をおき、会務を担当しま

す。 

2 

委員は総会において選出し、選出さ

れた委員はグループ代表 1 名を互

選します。 

3 

4 

その他本グループに必要な事業 

 

(会員) 

第 4 条 

本グループは京都府の大学図書館

員および本グループが認めた会員

で組織します。 

2 

グループ会員は本グループのすべ

ての事業に参加し、グループ報の配

布を受けることができます。 

3 

京都地域グループに所属しない会

員は、購読会員となることができま

す。購読会員は、グループ会費を納

めることによって、グループ報の配

布を受けることができます。 

 

(総会) 

第 5 条 

本グループの最高機関を総会とし、

すべてのグループ会員はこの総会

に出席し、発言し、議決に加わる権

利を有します。 

2 

総会は年 1 回グループ代表が招集

し開かれます。ただし、委員会が必

要としたとき、もしくは会員の 3 分

の 1 以上の要求があるときは臨時

に総会を開くことができます。 

3 

総会は活動方針、予算、決算、委員

の選出およびその他必要事項を審

議し、決定します。 

 

(委員会) 

第 6 条 

本グループにグループ代表 1 名を

含む委員会をおき、会務を担当しま

す。 

2 

委員は総会において選出し、選出さ

れた委員はグループ代表 1 名を互

選します。 

3 
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委員会のもとに事務局をおきます。 

 

(グループ委員) 

第 7 条 

グループ代表は本グループを代表

し、会務を主宰し、総会、委員会を

招集します。グループ代表の任期は

1 年とします。ただし再任をさまた

げません。 

2 

委員は会務を分担し、その任期は 1

年とします。ただし再任をさまたげ

ません。 

 

(監査委員) 

第 8 条 

本グループに監査委員 1 名以上を

おきます。 

2 

監査委員は総会において選出しま

す。 

3 

監査委員の任期は 1 年とします。た

だし再任をさまたげません。 

 

(全国委員) 

第 9 条 

本グループに全国委員 1 名をおき

ます。 

2 

全国委員は総会において選出しま

す。 

3 

全国委員はグループ委員であるこ

とを要件とします。 

 

(財政) 

第 10 条 

本グループの経費は地域グループ

費、助成金、事業収入および寄付金

でまかない、購読会員は地域グルー

プ費を前納しなければなりません。 

2 

地域グループ費は年額 0 円としま

す。 

3 

委員会のもとに事務局をおきます。 

 

(グループ委員) 

第 7 条 

グループ代表は本グループを代表

し、会務を主宰し、総会、委員会を

招集します。グループ代表の任期は

1 年とします。ただし再任をさまた

げません。 

2 

委員は会務を分担し、その任期は 1

年とします。ただし再任をさまたげ

ません。 

 

(監査委員) 

第 8 条 

本グループに監査委員 1 名以上を

おきます。 

2 

監査委員は総会において選出しま

す。 

3 

監査委員の任期は 1 年とします。た

だし再任をさまたげません。 

 

(全国委員) 

第 9 条 

本グループに全国委員 1 名をおき

ます。 

2 

全国委員は総会において選出しま

す。 

3 

全国委員はグループ委員であるこ

とを要件とします。 

 

(財政) 

第 10 条 

本グループの経費は地域グループ

費、助成金、事業収入および寄付金

でまかない、購読会員は地域グルー

プ費を前納しなければなりません。 

2 

地域グループ費は年額 2000 円とし

ます。 

3 
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本グループの予算、決算に関するこ

とは総会に提案し、その議決を得な

ければなりません。 

4 

委員会はグループ会員の要求のあ

るときは、その都度会計簿を見せな

ければなりません。 

5 

本グループの会計年度は 7 月 1 日

よりはじまり、翌年 6 月 30 日に終

ります。 

(規約改正) 

第 11 条 

このグループ規約の改正は総会に

おいてのみなされ、出席会員の 3 分

の 2 以上の賛成を必要とします。 

 

附 則 

第 1 条 

本グループの所在地及び事務局の

所在地は財務担当の住所を準用し

ます。 

第 2 条 

このグループ規約は 2024 年 7 月 1

日より効力を発するものとします。 

本グループの予算、決算に関するこ

とは総会に提案し、その議決を得な

ければなりません。 

4 

委員会はグループ会員の要求のあ

るときは、その都度会計簿を見せな

ければなりません。 

5 

本グループの会計年度は 7 月 1 日

よりはじまり、翌年 6 月 30 日に終

ります。 

(規約改正) 

第 11 条 

このグループ規約の改正は総会に

おいてのみなされ、出席会員の 3 分

の 2 以上の賛成を必要とします。 

 

附 則 

第 1 条 

本グループの所在地及び事務局の

所在地は財務担当の住所を準用し

ます。 

第 2 条 

このグループ規約は 2023 年 7 月 1

日より効力を発するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



大図研京都 No.356-57（2023.10-2023.12） 

6 

 

【第 2 号議案】2022/2023 年度決算（修正）報告 

 

  (単位：

円） 

総収入 総支出 差引残高 

635,187 6,880 628,307 

 

■収入 

項目 予算 決算 差引額 

前年度繰越金 504,186 504,186 0 

会費 98,000 114,000 16,000 

地域グループ助成金 18,000 27,000 9,000 

セミナー参加費 10,000 0 -10,000 

大図研出版物支部卸頒布 5,000 0 -5,000 

利子 1 1 -1 

合計 635,187 645,186 9,999 

 

■支出 

項目 予算 決算 差引額 

会報 60,000 6,000 54,000 

研究交流会費 250,000 0 250,000 

事務費 10,000 880 9,120 

地域グループ委員会活動費 10,500 0 10,500 

特別事業費 20,000 0 20,000 

予備費 284,687 0 284,687 

合計 635,187 6,880 628,307 

 

※会報は電子的な公開により発送経費が縮小しました。編集経費に支出する予定でした

が、支出ありませんでした。 

※研究交流会費を執行する予定でしたが、支出ありませんでした。 

※グループ会員増のため、特別事業費を計上しました。 

※2022/2023 年度入会の新規学生会員向け発送を年度内に行えなかったため、

2023/2024 年度に行います。 

※事務費の内訳は振替受払通知票等郵送通知料金と振込手数料です。 

 

2022/2023 年度大学図書館研究会京都地域グループ会計監査報告 

  

       

  帳簿および現金は適正に保管・記載されていた。 

   2024 年 1 月 26 日   

    辰野 直子 （印） 
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2022/2023 年度予算案（2022.7～2023.6） 

 （単位：円） 

□収入  

項目   

前年度繰越金 628,307 

会費・地域グループ助成金 123,000 

セミナー参加費 10,000 

大図研出版物支部卸頒布 5,000 

利子 1 

合計 766,308 

  

□支出  

項目  

会報 60,000 

研究交流会費 250,000 

事務費 10,000 

特別事業費 20,000 

予備費 426,308 

合計 766,308 

 

※会費 48 名(48 名×2000 円)+地域グループ助成金区分 B(地域グループ会員 30-69

名)：27,000 円 

※会報は電子的な公開を継続し、印刷・発送を最小限度にするとともに次年度も編集作

業に支出します。 

※活発な研究交流会を行うため今年度どおり研究交流会費として計上します。 

※ウィズコロナ（アフターコロナ）を考慮し、Web 会議方式での開催によるセミナー

会場費等を見直します。 

※来年度も会員増のため特別事業費を設定しています。 

※2024/2025 年度会費について、速やかに検討し、会費の適正化に努めます。 
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【議事メモ】 

参加者：赤澤、安東、今野、内田、坂本、長坂、野間口、山上、山下、若狭、渡邊 

 

第 2 号議案について、グループ代表から説明が行われた。 

 

質問：計上漏れは単なるケアレスミスと考えてよいか？ 

回答：はい。銀行振込が大図研年度変わりすぐでもれていたことが発覚したため、1 号

より先に修正したい。 

 

第 1 号議案について、グループ代表から説明された。 

 

経費の平均をとった結果、10 年はグループ会費は 0 円でも運営可能である。 

昨年度は京都大学のメンバーが図書館システムリプレイスで多忙であったため、活動で

きなかった。立て直して、セミナー企画を充実させたい。 

 

質問：職員の多忙がグループの活動に影響するのはよくない。どのようにしていくか。 

回答：京都大学以外の委員を募集したい。活動を活発にしていく。 

意見：グループ委員会やグループ報も含めて、やり取り自体がなかった。 

意見：グループ委員以外の会員に企画の持ち込みを募るなど、委員になる以外の方法で

地域グループの活動に参加してもらうこともできるのではないか。 

 

意見：最近新規会員の入会があったことは素晴らしいと思う。楽しい活動だと思っても

らえるよう頑張ってほしい。 

 

意見：会員全体に今回の議論がいきわたっていないことが気になった。多くの会員が知

らないうちに会費が下がったというだけで過ぎるのは。会員によっては経緯など気にな

るポイントがあるはず。 

メーリングリストが一方方向になっていたとしても、グループの方に投げかけをするの

はあったほうがいいのではないか。このまま議論を進めるのは危ないかもしれない。 

今時の会員とのコミュニケーション。何かしら機会を見つけてアプローチをしていく必

要があると思った。 

 

回答：今回は総会で意見があり、来年度までのスケジュールをたてて検討している。そ

の間に関西 3 地域グループ合同例会もあった。合同例会の午前中に開催する意見もあ

ったが、準備が整わなかった。決定すれば、会員にも次年度会費徴収までに全国委員会

にも報告したい。 

回答：グループ会費についてはグループ報発行形態のアンケートの際にも伺っている。 

意見：会費以外の収入として、地域グループ助成金があるが、今後減額される可能性も

あることも念頭に置く必要がある。 

意見：京都は定期的に人が増えている。入ってくれた時を逃さずに巻き込んでいけるよ

うに、きっかけを逃さないようにするのがいい。入ってきた直後は意見を持っているは

ず。 

意見：企画や研究助成で会員に還元するのも重要ではないか。 

 

回答：企画や研究助成で会員に還元することはこれまでも今後とも活動していく。 

意見：会費延滞者に対する対応はどうするか。京都地域グループも協力してほしい。 
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意見：会費を下げるという重要な案件をグループ会員に伝えるための工夫をすべきだと

考える。 

 

意見：頻繁にグループ運営委員会を現地で開いたほうがよいのではないか。 

また、グループ報は発送していても読んでいない会員もいると聞いている。 

今後違うグループでの活動も考えられるのではないか。 

 

意見：0 円にするとしても再検討する機会を作ってはどうか。 

回答：5 年後に変えることを付帯して決をとってはどうか。 

 

以下の選択肢を提示し、議決を取った。 

1. 無条件可決 

2. 無条件否決 

3. 5 年後の再検討を条件に可決 

4. 次回総会までの運営体制再検討を条件に否決 

 

多数決の結果、「5 年後の再検討を条件に可決」することが決定した。  
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小特集大図研京都ワンディセミナー 

「大学図書館と生成 AI について考える」 参加報告 

 

大学図書館研究会ワンディセミナー「大学図書館と生成 AI について考える」に参加して 

山田 美雪 

 

（著者の希望により非公開になっております。） 
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（著者の希望により非公開になっております。） 
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小特集大図研京都ワンディセミナー 

「大学図書館と生成 AI について考える」 参加報告 

 

Chat GPT によるセミナー要約 

野間口 真裕 

 

Chat GPT による原稿要約 

2023 年７月 22 日（土）開催大図研京都ワンディセミナー「大学図書館と生成ＡＩに

ついて考える」の吉本氏の原稿を本人の了解のもと ChatGPT3.5 により「下記セミナ

ー内容をまとめて、かつ一般的な感想を追加し、膨らませて日本語で 2000 字相当の文

章にしてください。」と指示しましたら、以下のような内容となりました。参加いただ

けなかった会員の皆様のご参考にグループ報にて公開いたしますので、ご覧ください。 

ChatGPT は間違いを犯すことがあります（今回も 2000 字相当になっていないなど誤

りもあります）。重要な情報は確認をお考えください。よろしくお願いいたします。【編

集担当：野間口】 

 

＝＝＝ここから＝＝＝ 

『大学図書館と生成 AI に関する吉本龍司氏のセミナーでは、AI による日常の変化から

図書館の新たな収益源の模索、そして ChatGPT を用いた図書館サービスの拡張や実証

実験まで、幅広いテーマが取り上げられました。 

 

AI による日常の変化において、吉本氏はウェブ翻訳、プログラミング補助、文章作

成、議事録要約など、さまざまな側面で AI の活用が進んでいることを紹介しました。

ChatGPT を通じて仕事の効率向上や検索の補完が行われ、その進化が日常業務に影響

を与えていることが明らかにされました。 

 

また、図書館検索サービス（Calil）においては、新たな収益源を模索するアイデアと

して、広告収入、有料プレミアムサービス、パートナーシップ、データ分析サービス、

寄付などが挙げられました。これらは仮説段階であり、具体的な実現には様々な要因を

検討する必要があることが強調されました。 

 

さらに、AI の図書館利用については、ChatGPT や他の大規模言語モデルが図書館の新

しい役割やサービスの進化に貢献していることが取り上げられました。AI の普及によ

り、利用者と図書館がインターネットを通じて緊密につながり、情報を得る新たな手段

が提供されていることが指摘されました。 

 

さらに、API による拡張と蔵書検索サポーターの実装についても触れられました。

ChatGPT の API を使用して、図書館サービスの拡張が可能であることが実証され、関

連キーワードのサジェストや検索結果の整理などが示されました。ChatGPT の活用実

験では、図書館員コミュニティで AI の図書館業務への影響についての議論が行われて

おり、新しい技術の活用がデータベース検索や引用の取得などにどのように役立つかが

注目されています。 

 

最後に、未来の展望においては、ChatGPT の活用や大学図書館の進化において、情報

の信頼性維持や使える人と使えない人の格差の縮小など、解決すべき課題が存在するこ
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とが強調されました。知識情報源としての図書館や AI 学習ソースの公平性を確保し、

未来の展望に向けて共有することが求められています。』 

 

AI and University Libraries / ChatGPT3.5 

https://chat.openai.com/share/76af43c0-dc19-4177-a86c-fae3f0a86c66 

＝＝＝ここまで＝＝＝ 

 

 

2024/2025年度グループ委員を務めます9名よりご挨拶させていただきます。 

今年度もより一層京都地域グループを盛り上げ、会員の皆さまのお役に立つような情報

提供を行っていきたいと思います。これからも大学図書館研究会京都地域グループをど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

● 研究企画／広報・デザイン（安東正玄） 

 

昨年度に引き続き研究企画担当と新たに広報・デザインを担当させていただきます。 

大図研の魅力は何と言っても、流行に敏感な人が多くいる事と自分が所属している大学

以外の多くの仲間と図書館について語り合えることです。自身の大学組織の中では、で

きることは限られています。いろんな可能性を求めて、大図研で一緒に学びあいません

か。 

特に、こんな企画・あんな企画したい・興味があるという方がいましたら、大図研京都

の扉をたたいてください。いつでもその企画が実現できるよう大図研京都のメンバーが

支援します。 

 

あんどう せいげん（立命館大学） 

 

● 組織・財務（内田栞） 

 

今年度引き続き組織・財務を担当いたします、内田です。進めていた財務担当の引き継

ぎが一段落し、改めてメイン担当として、適正な執行管理に努めていかなくてはならな

いと身が引き締まる思いです。微力ながらよりよい京都地域グループとなるよう尽力し

てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

うちだ しおり（京都大学附属図書館） 

 

● グループ報編集（坂本 拓） 

 

昨年度に引き続き、グループ報編集を担当いたします。 

実は昨年 3 月まで 3 年間、大阪に出向しており、久しぶりに京都に戻ってきました。

コロナ禍が始まると同時に京都を離れ、ほぼ終わった頃に戻ってきたわけですが、「京

都に戻ったらあのお店でランチを食べるぞ！」と楽しみにしていたお店のうちのいくつ

かはコロナで営業形態を見直し、気軽なランチ営業がなくなったりしていて、少しさび

しい思いをしました。ですが、コロナ禍で閉店したお店も多い中、何とか生き残ろうと

グループ委員あいさつ 
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工夫を重ねられ、実際に上手くやって継続しておられるので、素晴らしいことだな、と

も思います。 

京都地域グループも、コロナ禍で変革した社会にフィットするよう、工夫をしていきた

いと思います。 

どうぞ 1 年間よろしくお願いいたします。 

さかもと たく（京都大学吉田南総合図書館） 

 

●グループ代表／グループ報編集／Web サイトと ML（長坂和茂） 

 

今年度もグループ代表を務めるほか、グループ報編集、Web サイトと ML を担当する

長坂です。 

 

COVID-19 が世界を変えた面はあまりに大きく、2019 年以前と現在 2024 年とはもは

や連続した世界ではないのではないか、などということを思っているこの頃です。特に

大図研のようなインフォーマルな組織が受けた影響は大きく、京都地域グループでも活

動方針を今後も模索していくことになるのだと思います。 

 

とはいえ、悪いことばかりではなく、会議やイベントがオンラインでも行われるように

なったことは、大図研の活動がこれまで届かなかった方にも届けられるようになったの

ではないかと考えています。 

 

今年度も会員の皆さんの力を借りながら、グループを運営していきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ながさかかずしげ（京都大学法学部図書室） 

 

●副グループ代表/グループ報編集/組織・財務 （野間口 真裕) 

 

今年度も副グループ代表として引継ぎを含め一年務めさせていただくこととなりま 

した。昨年度は引継ぎがうまくできず、会員の皆様にご迷惑をおかけいたしましたの

で、今年度は今少し、他のグループ委員にご助力いただきながら、会員の皆様にとって 

よりよい方向になるよう頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

のまぐち まさひろ（京都大学附属図書館） 

 

●副グループ代表 ／ メールマガジン ／ Web サイトと ML ／ 全国委員 

（山上 朋宏） 

 

 昨年度のメールマガジン、Web サイトに加え、今年度は副グループ代表も 

担当させていただくことになりました。自身の担当だけではなく、グループ代表、 

地域グループ委員の業務を野間口副グループ代表とともに補佐していけるよう 

精一杯努めさせていただきます。 

  

 また、オンラインやハイブリッドで開催するイベントが定着してきた感がありますの

で、関西圏以外のイベントについても会員の皆様に提供できるよう心がけていきます。 
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1 年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

やまがみ ともひろ（奈良女子大学学術情報センター） 

 

●メールマガジン（山下 ユミ） 

 

昨年度に引き続き、メールマガジンを担当しております。 

イベント案内では、大学図書館に関するイベントだけでなく、広く、図書館や学術情報

に関するイベントを会員の皆様に提供できればと考えております。 

 

公共図書館に勤務しながら、大学図書館を応援していきたいと思います。 

一年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

やました ゆみ（京都府立図書館） 

 

 

●SNS（原 健治） 

 

はら けんじ（同志社大学） 

 

●広報・デザイン（若狭 あや） 

 

わかさ あや（京都大学附属図書館） 
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◇ 会費ご納入のお願い ◇ 

会員のみなさまにおかれましてはご健勝のことと存じます。 

2016/2017 年度(2016 年 7 月～2017 年 6 月)より、大学図書館研究会会費は、すべての会員の

皆さまに、直接大学図書館研究会事務局へご納入いただいております。また、2023/2024 年度臨

時地域グループ総会にて 2024/2025 年度より京都地域グループ費が 0 円になることとなりまし

た。 

2024/2025 年度より会費は、 

￥5,000(大図研会費：￥5,000+京都地域グループ費：￥0)/年度です。 

※2023/2024 年度までの会費は￥7,000(大図研会費：￥5,000+京都地域グループ費：￥2,000)/と

なります。未納の場合につきましては速やかに納入いただきますよう何卒よろしくお願いいたし

ます。 

 

【振込先】 

郵便局 00190-2-79769 大学図書館研究会 

 

■銀行名 ゆうちょ銀行 ■金融機関コード 9900 ■店番 019  

■預金種目 当座 ■店名 〇一九(ゼロイチキュウ店) ■口座番号 0079769 

 

ご不明な点は大学図書館研究会事務局(会費担当)(kaihi@daitoken.com)までご連絡ください。 

 

※ 学生会員制度(試行)として、学生の方には特典をお渡ししております。 

  詳細は京都地域グループ Web サイトの「学生会員制度の試行について」をご覧ください。 

 


